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 昭 和 26 年 （ 1951 年 ） に 診 療 エ ッ ク ス 線 技 師 法 が 制 定 さ れ て か ら 約 70 年 が 経

つ 。 当 初 は エ ッ ク ス 線 を 用 い た 撮 影 ・ 治 療 に 限 ら れ て い た 職 務 範 囲 は 、 医 療 技 術

や 医 療 機 器 の 発 展 と と も に 他 の 各 種 放 射 線 へ と 広 が り 、 昭 和 43 年 （ 1968 年 ） に

は 診 療 放 射 線 技 師 の 区 分 が 新 設 （ 診 療 エ ッ ク ス 線 技 師 と の 併 設 ） さ れ た 。 後 の 昭

和 58 年 （ 1983 年 ） の 法 改 正 で 診 療 放 射 線 技 師 法 に 改 称 さ れ 、 放 射 線 を 扱 う 医 療

技 術 職 は 診 療 放 射 線 技 師 に 一 本 化 さ れ て 今 日 に 至 る 。 そ の 後 も 診 療 放 射 線 技 師 が

取 り 扱 う 機 器 の 範 囲 は 拡 大 さ れ 続 け 、 現 在 で は 核 医 学 検 査 を 含 む 各 種 放 射 線 画 像

診 断 お よ び 放 射 線 治 療 に 加 え 、 放 射 線 を 用 い な い 画 像 診 断 も そ の 対 象 で あ る 。 各

種 医 用 画 像 診 断 や 放 射 線 治 療 を 担 う 医 療 技 術 職 は 世 界 各 国 に 存 在 す る が 、 そ の 資

格 制 度 は 国 や 地 域 ご と に 全 く 異 な り 、 日 本 の 診 療 放 射 線 技 師 は 各 国 の 当 該 医 療 技

術 職 の 資 格 に 比 し て 最 も 包 括 的 な 職 務 で あ る と 言 わ れ て い る 。  

 本 研 究 は 、 世 界 各 国 に 存 在 す る 放 射 線 技 師 制 度 に 関 す る 国 際 比 較 を 行 い 、 本 邦

の 診 療 放 射 線 技 師 資 格 の 将 来 的 な 方 向 性 を 提 唱 す る こ と を 目 的 と す る 。 対 照 的 で

あ る と 言 わ れ る 米 国 放 射 線 技 師 制 度 と の 比 較 に よ り 、 本 邦 の 現 行 制 度 に つ い て の

客 観 的 評 価 を 示 す と と も に 、米 国 に お け る Radio log i s t  Ass i s tant  (RA)  制 度 を 先

進 事 例 と し て 調 査 し 、 本 邦 へ の 導 入 に つ い て 検 討 す る 。 ま た 、 本 邦 の 診 療 放 射 線

技 師 資 格 と 他 国 の 当 該 資 格 と の 互 換 性 を 検 討 し 、 ア ジ ア 圏 に お け る 放 射 線 技 師 資

格 の 共 通 化 を 視 野 に 、 本 邦 の 資 格 制 度 の 在 り 方 を 提 唱 す る も の で あ る 。  

 本 論 文 は 4 章 で 構 成 さ れ て い る 。第 1 章 で は 、序 論 と し て 、厚 生 労 働 省 の 掲 げ

る「 医 師 の タ ス ク シ フ ト /シ ェ ア 」政 策 の 動 向 に 基 づ き 、医 療 技 術 職 全 般 の 業 務 拡

大 に 関 す る 方 向 性 を 明 確 化 し た 。第 2 章 で は 、放 射 線 技 師 の 現 行 制 度 に つ い て 日

米 を 軸 に 世 界 各 国 の 現 状 を 調 査 し 、 国 際 比 較 に よ り 各 国 制 度 の 利 点 ・ 欠 点 を 考 察

し た 。 第 3 章 で は 、 先 進 事 例 と し て 米 国 の RA 制 度 に 関 す る 調 査 を 行 い 、 本 邦 へ

の RA 制 度 の 導 入 に 際 し て の 課 題 に つ い て 明 確 化 し た 。第 4 章 で は 、総 括 と し て 、

放 射 線 技 師 制 度 の 国 際 的 互 換 性 に つ い て 検 討 し 、 本 邦 の 診 療 放 射 線 技 師 の 国 際 化

に 向 け た 提 案 お よ び 本 邦 へ の RA 制 度 導 入 の 可 能 性 に つ い て 言 及 し た 。 各 章 を 以

下 に 詳 述 す る 。  

 第 1 章 で は 、厚 生 労 働 省 の 動 向 と し て 、厚 生 労 働 行 政 推 進 調 査 事 業 費 補 助 金 地

域 医 療 基 盤 開 発 推 進 事 業  「 医 療 職 種 間 に お け る タ ス ク・シ フ テ ィ ン グ 等 に つ い て

の 研 究 」 を 基 に 、 タ ス ク シ フ ト ・ タ ス ク シ ェ ア の 検 討 状 況 に 加 え 、 Phys i c ian  

Extender  (PE： 準 医 師 )  と 呼 ば れ る 、 医 師 と 医 療 技 術 職 と の 中 間 職 創 設 の 動 向 に

つ い て 調 査 し た 。 診 療 放 射 線 技 師 の み な ら ず 、 医 療 機 関 内 外 の 各 種 医 療 技 術 職 や

事 務 職 に 期 待 さ れ る 業 務 拡 大 の 方 向 性 を 明 確 化 す る こ と で 、 本 研 究 の 背 景 と 意 義

を 述 べ た 。  

 第 2 章 で は 、世 界 各 国 の 診 療 放 射 線 技 師 の 現 行 制 度 に つ い て 調 査 し 、そ の 傾 向

を 業 務 範 囲 と 養 成 カ リ キ ュ ラ ム の 傾 向 か ら 分 類 し た 。 こ こ か ら 、 本 邦 の 制 度 と 最

も 対 照 的 で あ る 米 国 の 制 度 に つ い て 詳 細 な 調 査 を 行 い 、 両 国 の 免 許 制 度 、 教 育 制

度 、 資 格 試 験 の 面 で の 比 較 に よ り 、 そ れ ぞ れ の 利 点 と 欠 点 を 明 確 化 し た 。 日 米 の
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放 射 線 技 師 制 度 に つ い て 、 最 大 の 違 い は そ の 多 様 性 で あ る 。 本 邦 で は 、 文 部 科 学

省 指 定 の 診 療 放 射 線 技 師 養 成 プ ロ グ ラ ム を 有 す る 大 学 も し く は 専 門 学 校 に お い て 当

該 プ ロ グ ラ ム を 修 了 し 、 国 家 試 験 に 合 格 す る こ と が 診 療 放 射 線 技 師 免 許 を 取 得 す る

唯 一 の 方 法 で あ る 。 一 方 米 国 で は 、 各 種 装 置 ご と に 異 な る 資 格 に 細 分 化 さ れ て い る

た め 、そ れ ぞ れ の 分 野 の 業 界 団 体 が 資 格 を 認 定 し て お り 、か つ 合 衆 国 と い う 性 質 上 、

州 ご と に 異 な る 免 許 制 度 を 有 し て い る 。従 っ て 、米 国 に お い て「 放 射 線 技 師 」と は 、

X 線 撮 影 技 師 や C T 技 師 、核 医 学 技 師 等 の 総 称 で あ り 固 有 の 資 格 で は な い 。ま た 米 国

放 射 線 技 師 は 、 所 有 資 格 の み な ら ず 、 そ の 教 育 背 景 ま で も が 極 め て 多 様 で あ る 。 両

国 の 放 射 線 技 師 養 成 プ ロ グ ラ ム を 比 較 す る と 、 本 邦 の 診 療 放 射 線 技 師 は ジ ェ ネ ラ リ

ス ト 、 米 国 技 師 は ス ペ シ ャ リ ス ト を 育 成 し て い る と 言 え る 。 個 々 の ス キ ル ア ッ プ に

向 け 、 本 邦 で は 各 種 認 定 資 格 を 取 得 す る こ と で そ れ ぞ れ の 専 門 分 野 を 深 め て い く の

に 対 し 、 米 国 で は 複 数 の 資 格 を 取 得 す る こ と で 分 野 を 広 げ て い く こ と と な る 。 本 邦

の 教 育 制 度 で は 、 全 て の 技 師 が 全 て の 画 像 検 査 に 関 す る 知 識 を 備 え て い る た め

“o rgan -ba sed  th ink ing”（ 臓 器 中 心 の 考 え 方 ）が 可 能 と な り 、最 適 な 検 査 の 模 索 に 向

け て 医 師 の 思 考 回 路 を 理 解 し や す い 点 が 利 点 と な る 。 一 方 、 米 国 の 教 育 制 度 に は 新

人 技 師 の 即 戦 力 と い う 点 で 非 常 に 大 き な 利 点 が あ る 。 養 成 カ リ キ ュ ラ ム 中 の 臨 床 実

習 に か け る 時 間 を 比 較 す る と 、本 邦 の 450 時 間 に 対 し 、米 国 で は 1 ,000～ 2 ,000 時 間

を 費 や し て い る 。 4 50 時 間 で 診 断 ・ 核 医 学 ・ 治 療 の 全 実 習 を 終 え る 本 邦 の カ リ キ ュ

ラ ム で は 充 分 な 臨 床 経 験 を 積 ん で い る と は 言 え ず 、特 定 の 検 査 の み を 集 中 的 に 1 , 0 0 0

時 間 以 上 の 経 験 を 積 め る 米 国 の プ ロ グ ラ ム と の 差 は 明 白 で あ る 。 た だ し 、 よ り 学 問

的 に 養 成 さ れ た 本 邦 の 技 師 た ち は 、 科 学 的 知 識 に 基 づ く 応 用 力 を 備 え て い る こ と を

意 味 し 、長 期 的 な 評 価 と し て は 必 ず し も 本 邦 の 教 育 制 度 の 欠 点 と は 言 え な い 。ま た 、

新 た な 医 療 機 器 の 開 発 に よ り 、PET-CT や PET-MRI ,  MR-L inac と い っ た 複 合 装 置 の

実 用 化・普 及 が 進 ん で い る 。米 国 制 度 下 で は 、そ れ ぞ れ の 資 格 者（ PET- CT で は P ET

技 師 と C T 技 師 ） を 雇 う か 、 も し く は 担 当 技 師 が 追 加 資 格 を 取 得 す る 必 要 が あ る が 、

本 邦 で は い ず れ も 診 療 放 射 線 技 師 の 職 務 範 囲 で あ る た め 、 複 合 装 置 に も 特 段 の 制 度

変 更 な く 対 応 が 可 能 で あ る 。 今 後 は 、 さ ら な る 複 合 装 置 の 開 発 が 見 込 ま れ 、 本 邦 の

よ う な 包 括 的 な 技 師 制 度 の 有 用 性 は 一 層 高 ま る と 考 え る 。  

 第 3 章 で は 、 先 進 事 例 と し て 、 米 国 に お け る RA 制 度 に つ い て 調 査 し 、 本 邦 へ

の 導 入 に つ い て 検 討 し た 。 米 国 に お い て 放 射 線 技 師 の 上 位 資 格 と し て RA が 制 定

さ れ て 約 20 年 が 経 つ 。 RA と は Radio logy  Phys i c ian  Extenders  (RPEs)  と も 表

さ れ 、 放 射 線 科 に お け る  PE に あ た る 資 格 で あ り 、 Radio logy  Prac t i t i one r  

Ass i s tant  (RPA)  と Regis tered  Radio log i s t  Ass i s tant  (R .R .A . )  の 総 称 で あ る 。

X 線 撮 影 技 師 と し て の 臨 床 経 験 を 積 み 、 RA 養 成 プ ロ グ ラ ム を 修 了 し た 後 に 、 認

定 試 験 に 合 格 す る こ と で 取 得 可 能 で あ る 。 米 国 で は 各 医 療 機 関 や 医 師 の 個 別 裁 量

権 が 大 き く 、 RA 養 成 プ ロ グ ラ ム に は 放 射 線 科 医 （ 指 導 医 ） に よ る 臨 床 指 導 が 含

ま れ る 。 RA の 職 務 に は 患 者 評 価 や 患 者 管 理 、 透 視 手 技 や そ の 他 放 射 線 科 に お け
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る 手 技 （ 侵 襲 、 非 侵 襲 問 わ ず ） が 挙 げ ら れ 、 指 導 医 の 監 督 の 下 に 放 射 線 科 医 の 補

助 的 役 割 を 果 た し て い る 。米 国 内 31 州 に お い て 認 定 さ れ て お り 、2020 年 5 月 22

日 現 在 657 名 の RA が 登 録 さ れ て い る 。 放 射 線 科 医 の 不 足 が 深 刻 な 地 域 も 多 い 米

国 に お い て 、 RA 導 入 は 放 射 線 科 医 不 足 の 解 消 お よ び 人 件 費 の 削 減 に 大 い に 効 果

を 上 げ て い る 。 た だ し 、 米 国 で は 放 射 線 科 医 の 担 う 検 査 業 務 が 本 邦 よ り も 多 く 、

本 邦 で あ れ ば 他 の 各 診 療 科 医 師 の 業 務 と な る よ う な 検 査 業 務 （ X 線 透 視 下 の 各 種

検 査 や 処 置 ） に つ い て も RA の 職 務 範 囲 で あ る こ と に 留 意 す る 必 要 が あ る 。 本 邦

へ の RA 導 入 に あ た っ て は 、RA の 職 務 範 囲 を 放 射 線 科 医 の 業 務 に 合 わ せ て 変 更 す

る か 、 RA が 補 佐 す る 対 象 を 放 射 線 科 医 だ け で は な く 他 の 診 療 科 医 師 へ 拡 大 す る

か 、 い ず れ か の 対 応 が 必 要 と な る 。

第 4 章 で は 、 第 2 ,3 章 の 結 果 を 踏 ま え 、 本 邦 に お け る 診 療 放 射 線 技 師 制 度 の 課

題 を 明 確 化 し 、 国 際 化 に 向 け て の 提 言 を し た 。 現 行 、 放 射 線 技 師 の 資 格 制 度 を 有

す る 他 国 と の 間 に 互 換 性 は な く 、 互 い に 試 験 を 受 け ず に 免 許 を 書 き 換 え る こ と は

で き な い 。 法 や 言 語 の 異 な る 国 同 士 の 免 許 で あ る た め 当 然 と い え 、 こ の 制 度 変 更 は

非 現 実 的 で あ る と 考 え る 。 そ こ で 、 日 本 国 内 に お け る 教 育 歴 や 臨 床 経 験 を 生 か し て

当 該 国 の 資 格 を 取 得 す る 方 法 の 確 立 を 提 案 す る 。 米 国 T h e  A m e r i c a n  R e g i s t r y  o f  

M a g n e t i c  R e s o n a n c e  I m a g i n g  Te c h n o l o g i s t s  ( A R M R I T ) ,  T h e  N u c l e a r  M e d i c i n e  

Te c h n o l o g y  C e r t i f i c a t i o n  B o a r d  ( N M T C B ) ,  T h e  A m e r i c a n  R e g i s t r y  f o r  D i a g n o s t i c  

M e d i c a l  S o n o g r a p h y  ( A R D M S )  で は そ れ ぞ れ 、 米 国 外 で の 教 育 歴 を 個 別 に 審 査 し 、 受

験 資 格 と し て 認 定 す る 制 度 を 有 す る 。こ れ と は 別 に 、A R M R I T お よ び N M T C B が 認 定

す る 養 成 プ ロ グ ラ ム の 中 に は 、 そ れ ぞ れ 国 外 の 養 成 校 に お け る 教 育 プ ロ グ ラ ム が 存

在 す る 。 現 状 で は カ ナ ダ 、 オ ー ス ト ラ リ ア と い っ た 英 語 圏 の プ ロ グ ラ ム の み が 対 象

と な っ て お り 、 言 語 の 異 な る 日 本 の 教 育 プ ロ グ ラ ム で は 障 壁 が 高 い か と は 思 わ れ る

が 、 学 校 や 学 会 単 位 で 認 定 を 受 け る こ と が で き れ ば 、 日 本 の 診 療 放 射 線 技 師 が 米 国

に お い て 活 躍 す る 道 が 開 か れ る こ と と 期 待 さ れ る 。R A 制 度 の 導 入 に つ い て は 、放 射

線 科 医 の 補 佐 に 限 ら ず 、 放 射 線 を 用 い た 検 査 や 処 置 を 行 う 他 の 診 療 科 の 医 師 の 補 佐

と の 位 置 付 け を 提 案 す る 。 こ れ は 、 R A の 職 務 を 放 射 線 科 医 の み の 補 佐 と し た 場 合 、

非 放 射 線 科 が 担 う 放 射 線 関 連 検 査 を 補 佐 す る 中 間 職 が 別 途 必 要 と な る た め で あ る 。

ま た こ れ に よ り 、C T や M R I、超 音 波 ガ イ ド に よ る 検 査 や 処 置 を も 対 象 と す る こ と が

可 能 と な り 、 本 邦 の 診 療 放 射 線 技 師 の 特 長 で あ る 包 括 的 な 知 識 や 経 験 が よ り 生 か さ

れ る こ と が 期 待 さ れ る 。
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